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1941 年. 1942 年の二回に最勝洞にかて多くの動物を採集しを。巧蜘蛛は新 
屬新種四.新種 一， 旣知穗 二， 計 七 •穗を-算した〇右のうち ホラズ ミツ リタ ナグ 
モ， カネコトタテグ モを除<置種は斑紋の退化を始めとする形態上の興味と習 
性上の好-濕性なルひ何か共通するものを持つてねる機である，がこの小文に於 
てはをれ等の不雑かな臆測は除いて事實〇集積たらしめたいと思ふ0尙瀉の始 
に當り蜘蛛， 力 心 ムシ 等の御鑑なとか類上の問題に關し懇篤なる指舉を辱う し 
た岸巧-先生，义勞苦を共にした學ぶ-ホ巧純信巧:， K には巧難な事情のあられた 
にもかかわらず宿泊の便宜と御案のを得た巧口國お學狡の蓬田寅 S 郎巧御一家 
にそれぞれ深甚なる感謝〇藏を表するものである。尙，本文中の玻勝洞奥么院 
池，本穴の見取屬は田口國巧學巧職質の御勞作に多少の改變を加へたものなる 
ことを附記する。 

I 最勝洞 

兼々糕れ てね た長野縣荫化乂郁巧口が廣が原地籍にある地中湖を昭和十六年 
六巧十八日より S 日閒，十 - L •年には六月十九日より S 日階1調燕する事が出來 
た。糜河原部落に入るには小海線兰な m 驛，に下毕，、逆をおにとつて兩側につい 
て四お半，猜の嗚< 田口峰の驗を越すか，，群お縣の上信電鐵の終點下仁巧巧よ 
り自動率の偶を藉り.巧に南牧川の溪流を避行すれば舉?巧眉に迫り，瀑 i おに濡 
れ楼道に肝をがすを嬰する。度が原はをの藥巧の底を洗ふ南牧り1が閉曲すると 
ころに僅にお蜡を捣つ十數 P の小部落，山で佛法僧が嗚き庭化の川がでカジ カ 
ガヘルの莱黨をき <桃舶1鄕である，がに黃粟山福稱-かがありをの-萬山〇持地に 
大叶數欄の涧义がある〇巧おの山雄を—南-牧川が削つた狹いがの觸侧に巧をつ 
て姑んだこれ等の洞义は風‘/くと稱するものを除けば入口から下行して十米から 
S 十米までは巧かずにして淸測な水を湛へて底を究める事は出がない。單純な 
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もの分岐するもの前街の風穴と稱して姐の巧側へ拔けられるもの等趣々であ 
る 0 洞の入口は落襲に埋り，剝落したおかがが厨を薇ふ端をが多く S 氣の參い 
擧は一般のものと同機であつを。十六年〇六月十九0雨模樣午前•.九時の溫度測 
がはホの如であつた0 


12.0°G 

9が0 


氣 溫 1ん0〇〇 南牧川氷獨 

本穴氣溫 もら 。 C 本义奥之院池 

お他の洞の水溢では&4〇し、を示し 
て居つ て 仲々つめた< S 四時閒も 
入つてゐると一圓はおて來て日光 
浴でもしなくてはからだが緻かな 
い0 

II 细綠がかの採集動物 

未だ大分調査の完了せぬものが 
《いが哺乳動物では Murinct hil 、 
gemiorfi hilgeiidorii ( Peters ) テ 

ングカウモリー顚,シロツチカニ 

ムシ科では贩をを<缺如がるみ- 
eleoehthonvas 屬の一穗。 ガ。アム 
シ伸閒の新屬新觀 0 他には ヵマド 
々マ， 蚊數種， トビムシ ニ種，ザ 
タウ ムシの 一趣，ヤス デの一種等 
である。洞中動物の エネルギーの 
粮巧は驅幅の繫，落葉，人爲的に 
持入まれた木か，若壁に露巧する 
木の根等であつて，伽體数〇最も 
《きはトビ ムシ， 蚊 •カマドウマ第二圃 最隙洞 本 义產み端がも化(佩 ‘w の. 
等で，特に前二者は蜘蛛〇よ嬰衾料であるらしぃ。 

III 縣綠目錄 



1 Acafctymidae 

Acattyma ，，が’紙 u L. Koch カネ コトタテ ダモ 

2 Leptonetidae 



( 57 ) 


Masirava cimvaeea Kishida 〔ス松〕ヒナマシラグモ 

3 ム 。 lyphuciae 

Cyeioccircina Jhroncndes Kisliula 「 MS .〕 ホシグ ロ コウマルサラグモ 

Delorrhipis nibeoventris Kishida 〔 MB .〕 アカジ ロカグラグモ 

4 Argiopidae 

Meta menardi LatreUle サンロウドヤ咕グモ 
0 Arcryrouetidae 

Cyhaeomvro sanchis Kishida 〔 MS .〕 ヒジリナミハグモ 
6 A 谷 el 州 id ae 

Speleocievvina cavicola Kishkia ひ [S .〕 ホラズミツリタナグモ 

な上 G 科7種のうち2,をも了は新屬贸 f 極，は新穗であ？八何れも痒 IU 
久を先生の御齊を t 経たものであつてホ發をのものばかりであるがが下名•薇の 
習性を述べるに當り形態の槪略をも記述しようとぶふ0 
IV 蜘錄の形態と習を 

1 Acaityma roreizii の染團 

こむ極は1昭體を採集せず，ただをのだ觸を觀巧せるのみであるから疑問なし 
とは云’ひ難い。化し長粗••縣にがては南信地方に廣くか布し居る事は舉者•の巧集 
記錄により巧らかであり，义埼玉縣にも踩樂記錄のがするにがれば中閒地帶に 
かがし居る事は奇とするに化らない。特に大蕾すべきは弧訪都にをる一洞みに 
がても敢近拳者は他の澗义性獅蛛と期て上記の擧あを擔ふべき蜘棘を巧樂し居 
るのでをる。この住居は所謂兩 i 消卢證であつで澗の入口に近 < 光線の値に達ず 
る位置にある大きなホ主の堆轉して倾‘斜をなすところであつた0尘は輕 < しめ 
り，その表厨は-^がに戶蕴をつけで居つた〇槪略の W 算で巧倘が止何れも戶 
蕴は陳側に聞く様に縱面に取附けられ.管は水 やに 近く，時に縱に近い場をも 
見られた。尙他のを通の側所に懐むものも今日までの攀をの經驗では:平廚には 
見られず多少とも傾斜して地のしめれる 個腑 即ち餘り日光の直射せぬ側 所で 
をる。從つて洞义に位む事も大した瓣事でない事は礎である0 

2 ManrancL cinevacea の八連こ抓網とが繫 

ヒナマシラグ屯はヒナマシラグモ涩科 Ochyrcceratin; e じ觀ずる Och!roco 
ra, Th た otiwa, 权が姑等と並ぶべき新屬新極であつて鏡下で一見がるところで 
も下脖の扇形に擴がり無贈がをの前緣"-がに並ぶ邊り興味をる形態の持主であ 
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る。 Ochyroceratlnae は玻初の知見でをつたのであるが音軟 T 洞產の て がそび‘ 
と菊性上は大莖ありとは玄ひ離い0 

形態十-し-年度巧集の成$にがて测を値は姥で體長 L 了頭胸部長 0. 8幅一 
腹部 0. 95幅0•もを步脚の腿節長はが一 1. 5,第二 1. 2,巧云 0. 9,第四 1. か 
色彩はアルコ-ル標本に於て頭胸部胸板褐黃を.大頭下額下答ホ脚等は渡を 
腹部は黑巧たにしてと、臟斑白 <長し0體毛は大體灰黑を。單眼六倾は銀白を 
して二群をなし前ホ幽【股は： U 字形を呈して接しをの內庭は黑た。なぶの- 
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は米粒:狀で接する。側ホより見れば各服共蕃し < 巧化する。斜前方より見て 
見掛上を前列脈は格圆形に近ぐ前中 f 股驳大前側眼お位後目お最小，額は服域より 
突おし眼域の授さに等しきか僅に大である。な眼と前側 I な1は f 老齡の接徑ほどへ 
だたり前側眼の4/5ほど（他の佩體ではやや狹し ）0 前側眼讯互はをの長徑の 
1.4 ほどで後眼の二眼の幅は前側敝閒に略等しい0頭胸部は縦長にして卵形に 
近し 0 中窩は撇巧黑色針が頸溝城:が魂は明瞭。眼域中窝前方黑を毛を生ず。側 
方より見て頭胸部の中央は平らで高原狀と見ゆ（が S ® 參照 )0 上韻は弱々しぐ 
外堤毛總あり.下颖は巧緣前に閒き末端扇 
おに撥り前緣は淡色の銳齒を生ず。その基 
部は膨出して觸鬚の轉節を受<。下頸下面 
の中央部は前巧方に向 < 一突起あり一黑を 
毛を備ふ。下径は賴長にして下端の切られ 
し圓形に近し。觸義はをの腮節に二聴をと 
端に有巧の薄い-が狀物，强く曲れる鉤狀刺 
とを備ふ。ホ脚は稀に刺を有しが二第 S ホ 
脚聽節基部下面には横列のを列を有する0 
節節端 S 爪と錦剌あり（亞成體に於て上爪 
は基部に近< 大齒數胸下爪に一齒を備へた 
り）。胸がは關お縱長前緣はホづ直截，最 
大幅は第一歩脚基節の邊，黑む侵をを粗生 
す 0 腹部は長が形0 

習性奧么院池あび脈幅巧に夕<他にも 
處々に見受けられた0網は龍河洞產のもの 
より小形で8〜12 cm 下厨の薄膜な < 八巫 
皿網も顯茗でな < 單でをる場合も齡くな 
い。多 i は石の堆積する間に生巧する〇即第四圖 MasiraiUL chicvarea の卵襄 
ち地面に近く最も濕度の多い場所をがむものと考へられる。光線は傑にある場 
所からを<の暗黑個所に至つてゐる。が熟せるろが亞巧體？の網上に居る;常多 
く，若い同種も近接して逆網してねた。懐中電燈の光に對しては他の觀蛛類巧 
獄大なる關'じ、をちせず.たと’地響き網の振動に對しては逃避してを面に瞬る。 
かうなると伸々見出し難くて探集は最も困難な蜘蝶に縣する0從つて吸蟲管が 
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最もか成類を巧す。卯*は十六年度に S 個を踩樂し十とがには二個を觀祭し 
た 0 網の直上乃至離れた若お下画に一條の絲を 4-6 mm 程垂らし，をの末端 
につけられた長徑 4 imn の滴狀ル袋である0鏡下で檢すると細破其他を附着せ 
しめてある〇 

3 Vydocarcina fioronoidcs 

洞巧最も探樂しおき蜘蛛であつて外貌は一見ヒメグモ屬に酷«；^^ある新屬新 
S である。か類上の位澄は Tapinoma h ぶ7が*り urn との腳に來るものである 0 
お態测を値はおで昭和十と年六月二十日踩鞭のろに於て體長ん了頭胸部長 
1.6 腹部長 2. 2ホ脚觸鬚長は表の如 < 第一が脚が二第 S の順陳である。色彩は 
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アル コー ル穂本にがて頭臟部淡灰靑色地に中央一黑條腹部も同じ < 淡靑灰を地 
に屬の如< やお右に連る黑斑八對（尙則個體にがては點狀の對斑となる場合も 
あり ）0 步脚は褐黃た地に黑色輪紋を巧しホ脚端ほど鴻をは瀑し〇胸板は靑睐 
ある黃色，下額下替共に稍ょ褐色味多 < 末端白し0腹部は罔か域は靑黑色斑綾 
いて腹部下画中央に一對黑规，蛛がの周園を黑を。蛛がは褐むを帶ぶ。大颖は 
淡鴻をを身に生ずるをは何れも黑を〇單眼八倾直股晝性他は巧性0上方より見 
て前列前曲後列は一直線後側眼最外位〇後中和立はをの長徑に等し < をの短徑 
の1*5〇.斜前ホより見て直眼最小にして前側の]/2徑，後中わづかに壞大。直 
眼相!五は2倍弱離る。直眼前側間は直眼徑の 1. 2で前側徑よりわづかに狹し。 
後侧前側眼は接着す0直眼後中閒は直贩の約2〇中贩域は前ホ狹き縣おにして 
高さと下底略ょ等し，後中前側閒は後中後側間に-先づ等しく約後や短徑ほど。 
[恨域は全體膨出し居れども额は脈域より义わづかに突おして腿域より廣く直なお 
の約6倍0上顯小形外堤3齒がの基部に並び小形のぶに對し大形0內堤は微小 





第五圖 CydocarcfTia floronoides ICi ホ:む 
巧面歸は成雄， a はか側 b は巧桃よわ觸窺を恩る.右上は成雌化殖巧 
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鶴數欄ややす规刖に並ぶ。總.毛は內か堤共少々生ず0頭胸部上面は扁平にして 
頸溝中窩等深 < 凹み放射•溝は不明瞭。眼域より中窩にかけて S 條の黑を毛を列 
生す 0 下顏は前に寄り下皆は前緣丸く攒長にして下頸の1/3程の長さ 0 ホ脚無 
剌にして脚端 S ぶ。胸おやや縱長にしてぶ、臟お.巧ニホ卿基節お!最大頓。前後 
巧お短太二節ぶ端小なり0 

军に於ては體長 5.0 頭胸部長2,0腹部長え2步脚は僅かに•，に劣る0腹部は 
球形に近し。觸鬚端の一爪は巧拽。 

この蜘蛛〇特に形態上江こ口すべきは單眼配列に變異多き事にしで直耻が f] は盧 
脈徑後中直眼間は直脱の1.5，後中後側I郎よ後中前側糊より狹き等大なる變 
化を示ず場をあり0化しをの他の主嬰特徴，例へば S 〇觸鬚9の生难門等はを 
く同型である 0 

習性洞內に普通なる種，光線の射入を許すところから光線のを然入らぬ暗 
黑世界にかけて濕氣の多いところややミしいところ，化面の近くから灭井に至 
つてたる。網は極めて單純でアヤトリ狀網でホホヒメグモ柯;よりも備單である 
のは妙である。サタグモ科の網では隨み夕機り網を見をがこれは妍知見であ 
る。岸巧先生の御示敎に依れば進歩せる類が巧び退巧を始めをものとの趣であ 
る0卵變は經 5mm の白色球狀，アルコール標本となつても硬く胞えで離さな 
い。こり習性はサラグモ巧に龐< 行渡つた習性である。卯翦：煎。成熟せる個 
體の他に若蛛も•多 < 生活してたた。 

4 Delorrliipis nibeoventris <D 八重皿網と卵襄 

Lophotnma, Caracladus, Diplocephalus の同類者 Delorrhipis Simon は地中 
海地方北米日本に分布する。アカシ。ヵグラグモはヒナマシラグモと共に吸蟲 
管の御厄かになる程の微、麵乍ら仲々美しい掀蛛である 0 十六年には巧？一個 
體探樂せるも十と年度には編幅义 にがて 夕數の？と一個體のろを採集した。 

形態十と年六月二十日採集の成？にがける测を値は耗で體長 1. 8頭胸部長 
0•了腹部長] .3 を算した。步卿は比較的盛く小生の標本では测おす龍。を彩は 
アル-ル梧本にがて頭胸部ホ褐を腹部が白色，歩脚は赤錫をなれども膝節陛 
節の基部白くがけ脾道では末端なし。鑑附兩飾は淡を，胸おも赤褐芭よ下類も赤 
视むなり。八眼は直眼を除き銀も色*後侧最タト位。上モより見て前列前曲後列 
一直線をなし後中相五はをの直徑に等し 0 斜前ホより見て直眼最小前側最大後 
中な側略等大かな側僅に優る程度0直眼巧五はをの1/4直贩前側關は直眼徑に 
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第六圖 Delorrkipis nibeoveniris , Kisliida 
背面國單脫を殖巧は雌あ上は離の觸鑽 

等し0直眼後やは直眼徑の2。後中後側後中前側閒は略等しく後中0 2借より 
やや狹し〇や贩域はがの狹き梯形高さ下底に媛る。額は糜く腿域に等しく直般 
帮04が上あり。上顚のか堤4齒はすの基部より適當^^閒滿を相おに還ぃて媪 
び巧堤は4が齒近く姑ぶ0下颖は前に寄り下啓は略半圓がを呈し横長で下颖〇 
約]/2長。胸板は前緣まづ直横にして後端た < 突化して縱長。最大鶴はが一第 
二步脚間にしてを步脚の基鄭間に胸板やや奕化ず。步脚無が，挪節端ミ爪，上 
爪は微小齒を具有し下爪も义有輕[〇觸鬚端は無爪0隘部卯おをはがを0蛛沈が 
を密集し短おで前後が二節で末節短し0 
あを は腹部やや小形濃たの他大差なし。觸鬚の艦節端に大なる突投一 I 岡とを 
の潰にル突起二個を有する0 

奢な最勝洞中他の洞には稀（が‘年…個體を採集せるのみ）で搬廊义に最も 
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® 富である。一體編蜡义はをの途中極めて狹隘な個所があり大人は入れないと 
云はれてねた。十お年には其所を無理矢理に突破して進んだのであつたが下は 
地中淵が無氣味な水を灌へ知る人のみが知る蛹始の糞の異舆が尊を突く。奥は 
上り氣味となり地面に近くなる爲かおが風化して止となり床面に厚く禱り編幅 
の糞も目立っと云ふ小動物の生活には最適の條件を備-、てねた。編賴は時季〇 
關係で數力のた力;蜘蛛は化の洞义に較べて極めて夕數であつた0種類は加がぇ‘- 
rana , Cydocarcina , DelorrhipU , Cybaeoniyro で敕, トビムシも極めて搜富な 
ものであつを0この他にガロアムシ類の幼者，恭曝^もゐたのには驚く0この 
洞の巧面の凹所は大小穂々あるもそ〇うち拇指で押した程の巧には Delorrhipi も 
がかずに近き 2 cm 乃至 3 cm 幅の薄膜狀網を擴げてゐた。場をによつては八 
重網となり，更に下面にも薄膜を有する等をくマシラグモの網とは權造は區 
別力;っかな力1つた0蜘蛛は一巧乃至二巧づつをの下面に力 >かつてねた0これは 
夕みろと？であらう 0 網は水滴に蔽はれて見事であっを 0 皿狀部をぶへる輪絲 
を有せざる羣ぶは原始的購造であるが八重皿.網である點は矢張り原始的礫遇と見 
るべきかどうか 0 をの凹所•を選ぶ習性がは彼の Tapirwp 玉 の網性と一脈通ずる 
ものがあるかに考へられるが Tapinopa の一種獨特なおとし網とをれに適する 
大類の構造等を考へるとをく異つた性質の網性であつてこの網も新知見であつ 
た。獲物はトビムシ，蚊等であらう0尙を OW 近には木の細提が見られをが， 
これに 2 mm 程のなを扁ぞ圆形に近き卵囊が附讚かるものを多數見を。他の蜘 
蛛の卵襄がを部剌巧 してねる 關係上この蜘蛛の卵装と信ぜられる。 

ひ Meia m の i 飢 • 化！ 

形態十六年度に谈集ホるこの種は+と年度にはをの採集がを易で巧渡った 
爲か甚だ僅少でを集を見合せた種類である〇この種は Meta の模式種としで 
Latreillc により1804年に記載された歐淵產のも〇に比 LI® 紋も武裝も相違は 
あるが巧要な顧はをく一致してむる，即ち西種を設けるとすれば米國產と巧一 
になりマダガスカル產は多み別で世界に云亞種となるものと考へられる。和名 
サン。ゥドャゥグモは岸巧ホ生がが前幼者をが集せられし際の呼稱であつで參 
鶴主用咖蛛〇意である0十六年六月十八日探集の成？の测を値はお單位で體長 
13. 8頭胸部長も5同幅 4. 9腹部長9, 3巧幅 6. 5步脚長は表の如くである。色 
彩はやや强く頭胸部觀黃を地に頭鄭より中窩にかけて赤鴻色斑を有し放が溝は 
渡を。腹部上面黑色地に中央黃を帶あり。をれより兩側に肋骨がに數對黃を條 
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啦りその黑を地に接する近くは赤味强し〇更にをの前半部の兩側に二黃縱帶を 
有す。下面は濁れるセピャ色に中央一對の巧黃を縱帶走る。觸鬚ホ褐色上下顯 
下嘗麻阪も同樣，射邱も赤褐を她に黑を輪絞ありその腿節は淡色。生殖巧褐を 
蛛がも巧褐を邮書は巧黃を。體毛は黒を0單腿は上ホより見て前列前曲後列弱 
く前曲す。後中巧互はをの4/5離る。後側最タト位。を眼略等大にして直贩僅に 
劣る 0 斜前方より見て直脈相互はをの直徑より健に大〇前慨直眼間は直眼の 
1.5, 直眼後中間は直般の].5〇後中を側閒は後中の1.3,後中前側間は後中の 
1. 4〇中眼域は前ホ直眼徑の]/2ほど狹し。高さはをの後中兩端と赂等し <實 
は僅に優る。後側前側間は後側の1/4へだをる。额は直贩徑〇]. 5にして眼域 
よりは突おせず。上韻內堤は巧に近く四類挺;びをの最もずに遠きものはやや大 
形。 か堤はがに近く二賴ずこし離れて一齒なり。下親は巧緣は中をより僅に前 
に開<〇下摩は横長わづかに前に狹まり来端は圓おにしてをり線は白を四本〇 
黑をを生ず。下顯のい2長にして幅は胸板む4/5ほどを占む0胸板は縱長にし 
て S 角形に近く前緣は大きく凹む0を步脚の基節間は僅に絮お最大蛹は第一第 
二步脚閒にして樂一步脚基節長より僅に糜し D 胸板中央やや前方寄りの個所—•膨 
出す0觸鬚端有擅の一簡〇 

碧性奧之院池のみに產し光線の僅に射ず侧所であつた。典型的な丸網にし 
て撕 cm 程の直徑をちし蜘蛛は網上乃至附近に摄る6をの洞穴のすぐ前を南牧 
川の細流が流れてわるが其廳には 胞 a yunohamensts が澤山化んでねたが洞 
巧には見られず ^eta menardi も化して網外には生活して居らなかつた 0 

6 Cybaeomyro sancius 〇 V 字狀营形住居 

この蜘蛛は十六年には若蛛一匹を據集せるのみにて今回个と年お巧二十日を 
綱がにがて踩集してわる0縣に多數を見掛けたのは躺頓巧の奥であつを〇但. 







第八强 Vybaeomyro sandus Klshida 
成雌背面，單眼酣列 . 生殖 f う 



(が） 


が熟せるものは僅に？ ^巧であつた〇 

Ci/baeornyro H Cyhaem に做てはわるが後列眼が Myvo 式となジたところ 
にも來する。 

形態成？にがて測を値は耗で體長ん0頭臟部長え0腹部長2•もホ脚の順 
おは第四第一巧二巧 S 似順である[第-^巧二歩脚は他據本の测おの結果よりぶ 
れば巧長とすべをであらう ）0 化彩はアルつール傑本に於てむ素にをし < 頭胸 
部ホ卿褐黃色，腹部炙敬;たに傑に黑むの對斑らしきものを認め得られる0大類 
は赤褐色に黄娘むのか裸，胸扳は下颖下釋と共に褐黃をな二者はホ端口し〇舉 
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腿は上方より見で前列弱く前曲後列端直眼域は頭幅。1/2程をおむ。後側嚴ホ 
位後や巧ぶはをの直徑より僅に糜し。斜前方より見て直服黑をにして敢小他は 
銀白色0見揖上前側贩が最大長徑をおす0直限相ぶはを〇1ぶ，直般前側は直 
股徑より儘に狹し〇後中直般閒は直 K 视03倍颠〇侧贩同志は前側長徑の ] /j 
よりやや狹し。後中後側間は後中前側閒と等し<後や0 0.9程0額は廣く直眼 
の 4〜5 程で突出せず。中贩域は前方がき梯形。頭胸部は縱眞にしで黑を毛を 
粗生ず。中窩は黑色針が頸講放が溝明らおにして側面より見て頸胸部は上面平 
らな高原狀をなず0大類は大形中央膨おか裸ありタト塊はすの基部より離れて S 
大齒毛總あり0巧堤はずの基部より乂齒列生しそのうちずの寒部に遠きお齒は 
小形0下顯內緣は前に寄る。下替は下額の1/2が下で縱横約巧展にして先端凹 
む0胸摄は僅に縱長第二第 S 歩脚基節間嚴大賴前方端直後方尖 t ) 黑色長毛を生 
ず0步脚は黑色剌毛をり特に下殺には長大な3〜4對の剌をを見る0末端 S 爪 
下爪にも-^鶴を備へる0觸鬚端も有齒の一爪をみ有ずる0腹部長卵形，蛛巧前 
對太く大にして二節後がは細く小形にして二節末節短小である0間おなし0 
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第九慰 

Oyhaeomyro sanclm の佐居と觸絲 


習性濕氣の最も多き個所を巧む點は最 
勝洞產の Do ミ ichocybaeus に西敵する〇筆 
者〇みるところではナミハグモが閒の嘗形 
化居の作者は何れもが濕性であるが，こ〇 
洞义棲の二著は水のしたたる殺〇ところを 
がむ點は大いに注固すべきであると信ず 
る。卽ち iVrgyroue ん! ae の蜘蛛達は Ar リ¬ 
リ yo 。 eta ， Desis 等水 M 下をも物ともせぬか 
氷者の忡閒を持つ。洞义棲のこれ等は更に 
一 * ホを進めれば水中生巧者のを稱をうける 
事が出來るのである。事實 C リ bcieomyi'o 化 
水面上僅に巧 era 程の砂や泥の間にをの化 
居を作つてねる個體もあつたのである〇住 
居の大さは V 字狀〇兩端の孔口問で2~ 
.妃 n を算し多くはをの底部が膨おしで袋狀 
を呈し，常時は蜘蛛り坐るところとなる 0 
尙地形によつ ては-線に近いな居を も 見 


掛けた。かかる形式は閱國〇か化朱〇洞义（羊齒の雜落で著を）に住む Alloc - 
ybaeus typicus KMiida アヲすミハグモ， Cybctew limbaia Kishicla ひが.〕力 
バァヲナミハグモ （これは驚ヶ峯產）等に等しい形式で あつて この仲問と しで 
は 最も單純な形式かと考へる。管は巧論； J : 砂を もつ て鐵められて潑見し難 <， 

巧部も窥ふ事はおがない0を孔口よりは二條宛計四條の長さ 1 C 一巧な Q 释の觸 
絲を化しまへ絲で若面上に間黯する點は造觸性蜘蛛と^般である。獲物はまと 
して桐內に多產するトビムシと見られた。附近の岩壁上に約 1.5 cm 大の圓盤 
狀物を二 S 見出したがこの構选はこ h 砂をもつて蔽はれをの巧國を若面上に密 
着せしめる圓盤狀の薄い膜狀物と，をの巧にそれと離れて若*面に密着する約5 
mm の徑を持つ白色碁お狀の蛛絲に包まれた卵とである。これはこの蜘蛛のが 



( 了〇 ) 

襄•として[巧違ひなしと思はれる0 
7 Speleocieurina cavicola 

この 種は十六 年に 戍？を採集せるのみで後は夕かこの若蛛と0されるもの一 
二を採集してねる。餘提珍妙なもので Clcttrhia に嚴も近<，只脈と後が ( D 巧 
遠により新屬とせるものである。充かな形態上の記述は出ホ難いが，體長 1.2 
cm . 腹部は灰黑な地に黃灰色數對斑を八字狀に縱に姑べてゐる〇郞ち洞巧產中 
の蜘蛛類では教もを素の豐富なものである0直眼閒は直贩徑ほど.後中直眼閒 
は直眼の].8，前側直顺な]は盧眼〇1/2 〇斜前方より見て直眼は最小。衙をの 
罕にがては上額前堤3猶後堤はか方も他方は2踏を有し，前堤はを總を有す 
る。 下接は大約縱横岡長0二々かる間巧の痕跡あり，後がは長大で二節で末端 
の方が僮に短かつた。潜性に就いては不明である0 
V ま要引用文が 

植村利夫 1936 天魔山でカネコトタテグモを採るの記 A ta Aracbnologica Vol. ミ , 
No. 4 

小松 敏を 巧 37 カネコトタテグモの戶蓋理學界 Vol. XX て V, No. 4 
々 1937 カナコキク'モの習巧 Acta Arachnol Vol.ii, No. 4 

おパ 1 重治郞が如龍河洞の蜘蛛同上、 TqI. iv ， Ko. 4 
け 1940 龍河洞の驅頓髙知敎育第 692 號 

小松敏宏が 40 龍河洞產觀蛛五趣に就いて Ada Arachnol. Vol.v, No. 3 
鳥島春雄 1942 長聲縣のテングカウモリ追記動物學雜誌 Vol. liv, No. 5 


南洋遠の蛛蜘類 〔。 

仲を 耕 ホ 

東京農業大學動物學敎室 

大柬巧戰爭の進展と共に吾がお盛共榮逊特に南ち諸地ホの動物にを意される 
様に成つて來た。近時*ホの動物に關才る警審も種々發巧されてぬるが蜘蛛方 
面-の紹介は僅少である。南洋諸島のクモ類は前世紀の後半より現世紀の初頭に 
旦つて L. Ko 也 Thorel!, Karsch, Simon, 0. P. Cambridge, Dahl な 




